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はじめに
OCTARVIAプロジェクトの概要
「ものさし」＝指標の開発

技術的課題への取り組み
実海域性能推定⼿法の構築
実海域における実船性能モニタリング⼿法の構築

指標計算プログラムの開発
実海域性能評価⼿法による性能向上への寄与
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 IMO（国際海事機関）によるGHG削減戦略

DCS（燃費報告制度）の開始

環境規制により、就航中の船の性能を評価しようとする流れ

はじめに

公平な実施のためには、世界中の船舶を同じ精度で客観的に評価・比較できる

「ものさし」が必要

標準手法が確立している平水中性能と異なり、実海域実船性能については評価

手法が確立されていない



国立研究開発法人 海上・港湾・航空技術研究所 海上技術安全研究所 4

期間︓2017年10⽉から2020年9⽉（3年）

予算︓6.6億円

参加︓国内海事業界8セクター, 25機関

OCTARVIAプロジェクトの概要

辻本勝，松本光一郎：実海域実船性能評価プロジェクトの取り組み，日本船舶海洋工学会講演会論文集，第30号（2020）.
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「ものさし」の開発

杉本義彦，黒田麻利子：実海域実船性能評価手法の開発－ライフサイクル主機燃費指標－，日本船舶海洋工学会講演会論文集，第30号（2020）.

プログラム

標準運航モデル

ライフサイクル
主機燃費指標*

実海域実船性能計算

船型
海象（波・風）

平水中抵抗 外力(風, 波, 斜航,  当舵)

合計抵抗

自航要素

パワーカーブ

主機作動条件
燃料消費率 (SFC)

船速, 主機出力, 
燃料消費量

実海域性能評価指
標

想定航路
代表航路から選択;  北太平洋，
オーストラリア, 北大西洋 など

載荷状態 往路・復路の違いを設定

主機作動
モード

回転数指定，出力指定，船速指定
から選択

評価期間

経年劣化・生物汚損とクリーニン
グインターバルの影響を考慮して
設定

海象 想定航路により長期統計から
設定

*評価期間における主機出力，輸送距
離，輸送貨物量から算出される指標

プロペラ特性

SFC
入力

 ⽬標推定精度2%
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技術的課題への取り組み

S3 実海域性能評価手法の確立

運航プロファイルによる
燃料消費量評価

海象下での性能提示方法

性能を客観的に評価できる
指標の開発船主への性能提示方法

指標を計算する推定法

S2 実海域性能推定手法の構築

設計

試験技術 / 計算技術

波浪中
抵抗増加

波浪中
自航要素

CFD
風・波

耐航性能水槽

曳航水槽

経年劣化評価モデル

S1 実船性能モニタリング手法の構築

運航

データに基づく性能評価

実船計測データと解析結果の
平水中の SHP‐Vs‐NE の関係

検証
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実海域性能推定における要素推定技術の⾼度化
波浪中抵抗増加
波浪中⾃航要素
⾵圧⼒
 CFD計算の導⼊

海外を含めた複数機関での持ち回り試験の実施による試験精度の確認
模型試験の標準⼿法の開発

CFD波浪中抵抗増加計算ガイドラインの開発
CFD⾵圧⼒計算ガイドラインの開発

実海域性能推定手法の構築

ITTC RP（国際試験水槽会議の推奨手法）に
成果が反映
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同⼀模型を⽤いた持ち回り⾵洞試験を実施し精度を確認

ばらつきが少なく、結果が⼀致することを確認

実海域性能推定手法の構築
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Kume, K. et al. : Wind Velocity Profile and Representative Wind Velocity for Wind Resistance Measurement of Ship Models, Journal of JASNAOE, Vol. 30(2020).
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⽔槽持ち回り試験にて波浪中試験精度の確認
 ⼤型模型船2隻（バルカー、コンテナ船）
 ⼩型模型船（コンテナ船）

 ばらつきが少なく、⽔槽間の結果が⼀致することを確認

実海域性能推定手法の構築
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大型コンテナ船の向波中抵抗増加 大型バルカーの向波中伴流係数

コンテナ船（小型）

波⻑船⻑⽐0.7

折原秀夫他：船舶の規則波中水槽試験法について－標準的波浪中抵抗・荷重度変更推奨試験法の構築の取り組み－，日本船舶海洋工学会講演会論文集，第30号（2020）.

プロペラ荷重度 CT

1‐wM

波長船長比 λ/L

波浪中抵抗
増加係数

KAW
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実海域性能推定手法の構築

CFD波浪中抵抗増加計算ガイドラインによる計算結果の⽔槽試験によ
る検証

船⾸部形状についての感度調査

波浪中抵抗増加の⼤⼩関係が⽔槽試験と同じであることを確認
ケープサイズバルカーの船首部形状

Original Type‐A Type‐B

波浪中抵抗増加係数の相関

久米健一,小林寛, 大場弘樹, 横田早織：船首部形状変更と波浪中抵抗増加の関係について－水槽試験によるCFD計算の検証－，日本船舶海洋工学会講演会論文集，第30号（2020）.

KAW(CFD)

KAW(EXP)
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11隻の実船計測データを分析

実船計測データから平⽔中／特定海象下における性能を評価する⽅法を開発

波・⾵の外⼒修正の実施

RCM(Resistance Criteria Method)の開発
⾒かけスリップ⽐と抵抗増加率を基準としたフィルタリング
カーブフィッティングの品質管理情報の導⼊→精度の定量的把握

櫻田 顕子他：平水中性能評価のための抵抗増加率によるフィルタリング手法の検討, 日本船舶海洋工学会講演会論文集, 第29号(2020).

実海域における実船性能モニタリング手法の構築
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RCMの適⽤例

RCMを⽤いると信頼性の⾼いデータが広い速度範囲で抽出され、フィッ
ティングカーブを作成できる

実海域における実船性能モニタリング手法の構築

Ship Item 計測との差
コンテナ船
（250 m)

平均対⽔船速 -0.3 %
燃料消費量 1.1 %

タンカー
(175 m)

平均対⽔船速 -1.7 %
燃料消費量 2.0 %

RCMの
導入

RCMをベースに用いた
実運航シミュレーションと計測の比較

（1航海当たり）

平水中性能の解析例（コンテナ船）

平水に近いデータと
外力修正データ

平水に近い外力修正データと
RCMデータ

全て
外力修正

Akiko Sakurada et al.：Development of a Filtering Method for the Evaluation of Performance in Calm Sea Based on Onboard Monitoring Data, Journal of JASNAOE,  Vol. 31 (2020).

SHP [kW]SHP [kW]

V [knot] V [knot]
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実船データ解析・評価法を組み込んだプログラムの作成

⼀定期間ごとの平⽔中性能評価による経年劣化の分析・モデル開発

実船データ解析プログラム

簡易推定プログラム
（船型データを要目から推定）

実海域における実船性能モニタリング手法の構築
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構築した実海域性能推定⼿法を
取⼊れ、ライフサイクル主機燃費を
評価するプログラムを開発

指標計算プログラムの開発

指標計算プログラム
（実運航シミュレーションプログラムと一体）



国立研究開発法人 海上・港湾・航空技術研究所 海上技術安全研究所 15

指標計算プログラムによる評価

実海域性能評価手法による性能向上への寄与
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ship geometry
Item Value Unit Remarks
Builder NMRI - builder (within 50 characters)
Type 10CONT - type of ship (within 50 characters)
ID 4894 - ship ID number
Lps 300 m length betw een fore position of w ater line and A.P./aft position of w ater line; L ps

LOA 318 m length overall (LOA   Lps ); LOA

B max 40 m maximum breadth; B max

dmid 14 m draft at midship; dmid

daft 14 m draft at aft; daft

d fore 14 m draft at fore; d fore

LA 0 m overhanging length at aft; LA

k yy /Lps 0.24 - nondimensional longitudinal radius of gyration; k yy /Lps

X G -1.7715 m
longitudinal position of the center of gravity (+ means fore from
midship); X G

C B 0.65 - block coefficient; C B

C pa 0.672 - prismatic coefficient of aft part (from midship to A.P.); C pa

C wa 0.888 -
water plane area coefficient of aft part (from midship to A.P.);
C wa

C VP 0.8106 - vertical prismatic coefficient; C VP

A T 1547 m2 projected transverse area above water line; A T

A L 9019 m2 projected lateral area above water line; A L

A OD 4860 m2 projected lateral area of superstructure and cargos on deck (e.g.
containers); A OD

Cdis -11.343 m distance from the midship section to the center of projected
lateral area (+ means fore from midship); Cdis

H BR 38.667 m height to bridge top from water line; H BR

H C 14.959 m height to center of A L  from water line; H C

船型情報

入力データ
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6500TEUコンテナ船を対象とした評価結果の例

本プログラムにより、船型の評価、船速・航路評価、メンテナンスイン
ターバルの最適化等が可能となります

実海域性能評価手法による性能向上への寄与

海象ごとの船速・燃料消費量

船速・燃料消費量の経年変化

INDEX of the ship performance in actual seas
INDEX

Value Unit
173.33 ton/day

Item
Lifecycle fuel consumption

Elements
Value Unit
9.495E+05 ton
5.145E+07 ton
3.151E+06 mileTotal distance for transport work

Item
Total fuel consumption
Total amont of cargo

ライフサイクル主機燃費指標
（1日当たりの燃料消費量の平均）と

要素（燃料消費量・輸送量・輸送距離）

Ship speed [knot]

Fuel consumption [ton/day]

Averaged ship speed [knot]

Averaged fuel consumption [ton/day]
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OCTARVIAプロジェクトにおける技術的課題に対する取り
組み内容について述べました

「ものさし」であるライフサイクル主機燃費の評価により
実海域性能の⾒える化、向上が可能です

まとめ

ＯＣＴＡＲＶＩＡ指標（ライフサイクル主機燃費）により、船型の評価、船速・航路評

価、メンテナンスインターバルの最適化等が可能となります。


